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プレート境界断層の平均応力降下量を拘束条件とした1703年元禄関東地震の滑り分布の推定
Source fault model of the 1703 Genroku earthquake with the constraints of average stress
drop
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巨大地震が発生する際，断層面のずれに伴って，地表面で隆起や沈降などの地殻変動が観測される．この際に
観測される地殻変動分布から，震源断層の破壊領域やすべり量をインバージョン解析によって求める手法が広
く用いられている．近年発生した地震など，詳細な地殻変動分布や地震波形データが豊富に集まっている場合
は，かなり精密に断層面分布を見積もることができる．一方で，古地震研究の分野でも，残存する変動地形か
ら見積もるなどの方法で地殻変動分布を求め，同様の手法で震源断層分布が解析されているが，隆起分布
データがまばらであったり偏在したりしているために，現実の滑り分布を推定することには，相当程度の困難
を要する．本研究では，1703年元禄関東地震を中心に，相模トラフのプレート境界での古地震の震源断層推定
に，応力降下量という断層の物理的特性を新たな拘束条件として加えて，物理的により妥当性のある震源象を
得ることを試みた．元禄地震では，房総半島南東方沖の領域が破壊したことが津波記録のみに基づいて推定さ
れている（Matsuda et al., 1978; 行谷ほか，2011）が，地殻変動解析からはその評価は定まっておらず，発
生履歴の解明および長期予測の観点から，大きな問題となっている． 
Kanamori and Anderson (1975)は，巨大地震ではその地震の規模によらず断層面上の平均的な応力降下量が1か
ら10 MPa程度の範囲内の値を示すことを，観測データから示した．応力降下量は断層面の形状や大きさとすべ
り量を関係づける物理量であるため，この事実は，断層サイズ-滑り量のスケーリング則として知られるよう
に，実際の地震時の破壊領域と滑り量との間に重要な関係性を与える．しかしながら古地震研究の分野で
は，過去の地震断層を数値計算で再現する際にも，この応力降下量の概念はあまり考慮されてこなかった． 
本研究では， 元禄地震の際に発生した地殻変動量を，まず，周辺地域に残されている離水汀線の高度(宍倉,
2003)とGEONETで観測された定常的変動量から推定した．さらに，この隆起分布を基に，半無限媒質の中にいく
つかの矩形断層を仮定して，データを再現する最適な断層の位置と大きさ，滑り量をグリッドサーチによって
推定した． 
今回，元禄地震震源断層のインバージョン解析を，応力降下量を制約条件として導入して行った結果，地上の
隆起分布を再現するためにも，従来津波の発生源としてのみ想定されていた南東沖海底下の断層面が必要とな
ることが明らかとなった．これは，房総半島南部の大きな隆起量を再現するためには，スケーリング則の制約
から，単に房総半島から東京湾の直下に大きな断層滑りを与えることは出来ずに，その南東方延長の領域にま
で破壊領域を与える必要があるためと理解される．沖合海底直下の断層面推定には，今後さらなる定量的な評
価が必要であるが，この結果からは，地震の各パラメータに関わる物理的特性についての議論が，古地震研究
に新たな知見を与える可能性が示唆される． 
本発表では，房総半島南東部の千倉低地における離水段丘の年代測定で，新たに明らかになった，本地域と他
地域での段丘年代値のずれ（小森ほか，2016，本大会）が，震源断層モデルの制約から，どのように解釈され
るのかについても言及する．
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